
荒廃森林再生事業  モニタリング調書 ③ 北杜市武川町三吹　地内

事業概要

樹種

間伐

間伐率

Ⅰ　光環境調査　【開空度の推移(％)】 Ⅱ　植生・更新調査　【植被率(％)・木本種数(種)の推移】 Ⅲ　土壌移動量調査　【土砂の移動量の推移(ｇ)】

状況写真 状況写真 状況写真

NO.5
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・植被率の増加傾向は継続している。
・土壌移動量は、低下した。
・木本種数の増加が緩慢であるため、今後の推移を注視する必要がある。

毎木調査項目 施業前 施業後 備考

調査区内立木本数（本） 35 28

平均胸高直径（cm）

・間伐の実施により、林内が多少明るくなった。
・表土はスギの落葉等の層に厚く覆われている。
・施業前から下層植生が比較的多く見られたが、更に増加している。
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荒廃森林再生事業  モニタリング調書 ④ 山梨市三富上釜口　地内

事業概要

樹種

間伐

間伐率

Ⅰ　光環境調査　【開空度の推移(％)】 Ⅱ　植生・更新調査　【植被率(％)・木本種数(種)の推移】 Ⅲ　土壌移動量調査　【土砂の移動量の推移(ｇ)】

状況写真 状況写真 状況写真

NO.2

【現況】

NO.2

【所見】
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・間伐の実施により、林内が明るくなった。
・地表面の平均傾斜は36°と急勾配で、岩砕に覆われている部分が多い。
・腐植層は薄い。
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・開空度は間伐後の状態から若干上昇しているが、植被率の改善は緩慢である。
・土砂移動量は間伐実施前程度に減少し、継続している。

毎木調査項目 施業前 施業後 備考

調査区内立木本数（本） 44 37

平均胸高直径（cm）
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荒廃森林再生事業  モニタリング調書 ⑤ 甲州市塩山上萩原　地内

事業概要

樹種

間伐

間伐率

Ⅰ　光環境調査　【開空度の推移(％)】 Ⅱ　植生・更新調査　【植被率(％)・木本種数(種)の推移】 Ⅲ　土壌移動量調査　【土砂の移動量の推移(ｇ)】

状況写真 状況写真 状況写真

NO.2

【現況】
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【施業前１】
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・土砂の移動量は減少し、緩傾斜地でもあるので表土浸食の形跡は見当たらない。
・植被率の回復が緩慢であるため、、今後の推移を注視する必要がある。
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調査箇所

・間伐の結果、林内が明るくなった。
・腐植層は薄く、表土が露出しているが、地表面の平均傾斜が ９°とほぼ平坦であるた
め、土壌流出は見られていない。
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